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 いわき地方の農林畜産物
 モニタリング調査結果

　福島県が行ったいわき地方の５月の農林
畜産物の放射性物質モニタリング調査結果
をお知らせします。
　調査した２９品目９１検体のうち、２０
品目は全ての検体で検査機器の検出限界値
以下でした。基準値内で検出があったもの
は､７品目７検体、基準値を超えたものは、
山菜類のわらび、こしあぶらの２品目３検
体でした。基準値内で検出されたのは、山
菜類ときのこからであり、山菜類以外の野
菜や畜産物・原乳では検出が認められませ
んでした（表１、２）。６月２０日現在、
いわき地方産の農林畜産物で出荷が規制さ
れているのは､ユズ、たけのこ、ぜんまい、
たらの芽（野生のものに限る）、わらび、
こしあぶら、野生きのこ、栽培きのこの原
木なめこ（露地栽培）の８品目、また加工
品では乾シイタケ（平成２３年度産※Ｐ５
参照）が出荷自粛となっています。
　調査結果は、福島県のホームページ「ふ
くしま 新発売。｣の農林水産物モニタリン
グ情報で簡単に検索できますので結果をご
確認ください。また、この調査結果は、地
産地消推進店、地域産業６次化ネットワー
ク会員、グリーンツーリズム関係者などに
お知らせしています。

「ふくしまの
　春の香りを楽しもう！」
 県内キャンペーンが
 実施されました

　５月２５日（金）、２６日（土）の２日
間、「がんばろう ふくしま！」運動の一
環として、「ふくしまの春の香りを楽しも
う！」県内キャンペーンを福島県主催によ
り実施しました。
　マルトショッピングセンター中岡店にお
いて、２５日は１４時から、２６日は１３
時３０分から約２時間、「ふくしま 新発
売｡」を合い言葉にくじ引きの抽選を行い､
両日あわせて４５０名の方にいわき産のミ
ニトマト、会津産のアスパラガスをプレゼ
ントしました。
　基準値を超えていない県産農産物に対し
ても消費者の信頼が回復しておらず、消費
が停滞している現状にありますが、子ども
連れの主婦の参加も多数あり、旬の新鮮な
野菜とあって、当選者には大変喜んでいた
だきました。
　未来へ向けて動き出している福島の今と
農林水産物のモニタリング情報検索サイト
である「ふくしま 新発売｡」をご覧いただ
くことにより、風評被害の減少が期待され
ます。みなさんの応援をよろしくお願いし
ます。

１点も放射性物質が検出されなかった品目

農林畜産物の調査結果（５月）

放射性物質
が検出され
なかった品
目と検体数

アスパラガス

サニーレタス （合い言葉は
「ふくしま　新発売。」）
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ニンジン

葉ネギ（施設）

　7品目
　7検体

ミツバ（施設）

（当たるといいな！）

計
暫定規制値を
超過した品目
と検体数

キャベツ

ダイコン

規制値内で検
出された品目
と検体数

キュウリ（施設）

ダイコン（施設） ネギ

放射性物質が検出された
品目と検体数

サニーレタス（施設）

アスパラガス

　　（モニタリング情報は
　　こちらでご覧ください。）

　2品目
　3検体

　29品目
　91検体

　20品目
　81検体

サヤインゲン（施設）

〈東日本大震災関連〉



　「田んぼの学校」とは、一年間を通して
水稲の作付けから収穫までを体験する環境
教育事業で、今年度は、いわき市立赤井小
学校と連携して主に５年生児童６５名を対
象に実施していきます。
　まず５月２２日（火）に開校式を開催し
ました。赤井小学校の小泉教頭先生や地元
協力農家の根本俊男さんから挨拶をいただ
き、一年間の活動計画を紹介して、田んぼ

 森林講演会が
 開催されました
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　独立行政法人森林総合研究所立地環境研
究領域長の金子真司氏が講師となり、森林
総合研究所が平成２３年８～９月に川内村､
大玉村、只見町で行った森林内の放射性物
質の分布調査及び除染効果調査の結果を中
心に紹介され、要点として、①森林の放射
性物質の分布は、落葉層に多く、次いで樹
冠部（特に常緑樹で）、樹皮、深さ５cmま
での土壌の順で少なくなっている｡②辺材､
心材、深さ５cm以下の土壌では、放射性物
質量はないか少ない。③落葉樹林では、落
葉層の剥ぎ取りを実施することによる除染
効果が大きい。④常緑樹林では、葉などに
放射性物質が残っているので、３年程度落
葉層剥ぎ取り作業を繰り返す必要がある等
が示されました。また、森林内の放射性物
質の動態に関しては、今後の調査・研究を
待たなければ不明な点が多いとのことでし
た。
　約１００名の市民の方々が聴講し、この
問題について認識を深め、除染について考
える一助となりました。

（森林講演会の様子）

　５月１７日（木）、いわき木材流通セン
ターの創立１７周年記念市及び記念式典が､
いわき市遠野町にある同センター内で行わ
れました。
　記念式典には木材関係者ほか約５０名が
出席し、根本福島県森林組合連合会副会長
のあいさつの後、戸井田いわき農林事務所
長が、同センターが長年にわたる素材の流
通を通して県産木材の円滑な供給に努めら
れたことに対して謝意を述べるとともに、
県としても福島県復興計画に基づき森林・
林業・木材産業の再生に取り組むとのあい
さつを行いました。
　記念市では、原木２，５００m3が販売さ
れ、スギ３ｍ柱材は立方９，６００円、
３．６５ｍ中目材は立方１１，０００円前
後での取り引きとなりました。

 いわき木材流通センター
 創立１７周年記念市が
 行われました

　５月１８日（金）、いわき新舞子ハイツ
において、いわき市財産区議会管理会連絡
協議会の主催により、森林の放射性物質に
よる汚染の概要と除染に向けての考察を内
容とした「森林講演会」が開催されました｡

（記念市の入荷状況）
　田んぼの学校
　開校式・田植え

〈一 般 情 報〉
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　６月８日（金）、県いわき合同庁舎にお
いて平成２４年度いわき地方農薬適正使用
推進会議を開催しました。

 平成２４年度いわき地方
 農薬適正使用推進会議を
 開催しました

の学校がスタートしました。
　当日は、開校式に引き続き田植えを実施
する予定でしたが、あいにくの雨のため、
２日後の５月２４日（木）に順延しました｡
この日は、うって変わって暑いくらいの快
晴で、まさに田植え日和となりました。根
本さんから田植えのやり方について説明を
受け、その後各児童が実際に田植えを体験
しました。最初はおっかなびっくりだった
子供たちも、始まってみればみんな夢中に
なって植えており、終了後、児童数名から
感想を述べてもらいましたが、「実際に
やってみると楽しかった。」ほか多くの声
が聞かれました｡最後に､根本さんから「み
んなの植え方で稲の育ち方が違うので、こ
れから見ていきましょう。」と講評を受
け、田植えを終了しました。

（開校式の様子）

 福島県
 食品表示ウォッチャー
 委嘱状交付式及び
 研修会を開催

（委嘱状交付式の様子）

（田植えをする様子）

  ５月２９日（火）、県いわき合同庁舎に
おいて平成２４年度食品表示ウォッチャー
委嘱状交付式及び研修会を開催しました。
  福島県食品表示ウォッチャー制度は、消
費者の方々に日常の買い物等を通じて食品
表示状況を継続的にモニタリングしていた
だくことにより、食品表示の適正化を図る
ことを目的とするもので､平成２４年度は､
県全体で３４名、いわき農林事務所管内で
は８名がウォッチャーに委嘱されました。
  当日は、いわき農林事務所の桃井企画部
長から出席したウォッチャーに一人ずつ委
嘱状を交付した後、県農林水産部環境保全
農業課職員を講師として活動内容及びＪＡ
Ｓ法に基づく食品表示についての研修が行
われました。
  ウォッチャーの方々には、平成２４年６
月から平成２５年３月までの間、日常利用
する店舗において、生鮮食品の名称や原産
地などの表示状況を確認し、定期的に県に
報告していただきます。
  その結果は、食品表示の適正化の確保に
反映し、消費者の皆様の食品選択に役立て
られることとなります。
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平成２４年度いわき地方
有害鳥獣被害防止対策会議
を開催しました

　本会議は、いわき地方における農産物生
産の農薬適正使用を推進し、消費者の皆様
に安全・安心な農産物を提供することを目
的として毎年開催しています。
　平成１８年度のポジティブリスト制度導
入以降、いわき農林事務所では、関係団体
と連携し、農薬の飛散低減対策をはじめ、
住宅地を含む周辺環境への配慮等、農薬の
使用に当たって注意喚起を行ってきました｡
今年は６月１０日から９月１０日までの３
か月間、講習会や啓発活動等による農薬危
害防止運動が実施されます。
　県内では６月９日に梅雨入りし、農作物
の病虫害防除の重要な時期に入っています｡
いわき農林事務所は、今後とも生産者と一
丸となって、安全で安心な農産物を提供し
ていきます。

　６月８日（金）、県いわき合同庁舎にお
いて平成２４年度いわき地方有害鳥獣被害
防止対策会議を開催しました。本会議は、
いわき地方における有害鳥獣による農作物
被害の軽減を図ることを目的として毎年開
催しています。
　近年、いわき市では、山間部から平坦部
にかけてイノシシの出没が増え、農作物へ
の被害が多くなっています。特に水稲への
被害が多く、注意が必要になっています。
　会議では、地域全体で農地、集落をまも
るため、関係機関・団体が連携して、生産
者へ向け一層の注意喚起を行うほか、補助

　６月１１日（月）、いわき市立山田保育
所において、いわき農業青年クラブ連絡協
議会主催による「ふれあい農業講座」が開
催されました。
　いわき農業青年クラブ連絡協議会では、
消費者に農業への理解と関心を深め、放射
能に対する正しい知識を得て頂くことで、
東日本大震災後に発生した東京電力福島第
一原子力発電所事故での放射能被害による
農作物への「風評被害」を払拭し、いわき
農業の復興に繋げるための活動を行ってい
ます。そのような中、今年度は、保育所及
び幼稚園の児童とその保護者を対象にした
「ふれあい農業講座」を各施設で年４回程
度開催することになりました。いわきで野
菜を育てて食べることで風評被害の払拭を
目指すものです。
　今回の講座の内容は、クラブ会員が講師
となり、児童に対して野菜づくりの注意事
項を説明した後、クラブ会員が児童と共に
プランターにミニトマト、キュウリ、ナス
の苗を定植しました。児童は、慣れない作
業を保育士とクラブ会員の話を聞きながら
熱心かつ楽しみながらに行っていました。
定植後、児童は、苗が無事に育つことを祈
りながら、それぞれのプランターに水やり
を行い、児童とクラブ会員とが共にふれあ
う講座となりました。山田保育所は今回が
１回目で、今後は、７月、９月、１０月に
講座を開催する予定です。

（会議の様子）

（イノシシに注意してください）

 ふれあい農業講座が
 開催されました

事業の活用による電気柵導入の促進などを
確認しました。
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　なお､今年度は､平みどり幼稚園（平窪）
においても同様に４回開催する予定です。

（小さい手で真剣に取り組みました）

（教えてもらいながら）

　○ 出荷の自粛をお願いしている平成２３年度産の乾シイタケと
　　 平成２４年度産の取扱いについて

　　平成２４年３月３１日までに加工された乾シイタケが出荷自粛の対象と
　なっています。なお、平成２４年４月１日以降出荷する乾シイタケは、き
　のこ生産資材（ほだ木・菌床等）の放射性物質検査及びきのこ本体の放射
　性物質検査を行い、基準値内であることを確認したシイタケを原料とし、
　出荷前に放射性物質検査を行い、基準値内であることを確認した上で出荷
　をお願いします。

◎　皆様からのご意見・情報をお待ちしております。
福島県いわき農林事務所 企画部 地域農林企画課
  　〒970-8026　福島県いわき市平字梅本１５番地
                    　　（県いわき合同庁舎 ３階）
  T  E  L　(0246)24-6152　　F  A  X (0246)24-6196
  U  R  L　http://www.pref.fukushima.jp/norin-iwaki/
  E- Mail  iwaki.nourin@pref.fukushima.lg.jp

いわき農林事務所からのお知らせ

 「東日本大震災」
　　及び｢原発事故｣からの
　　　復興のために！


